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中
世
の
連
歌
論
書
の
『
長
短
抄
』
（
梵
灯
庵
主
）
に
こ
う
あ
る
。
　
　
歌
道
ノ
源
ハ
、
春
夏
秋
冬
ノ
風
情
ヲ
心
ニ
シ
メ
テ
、
恋
述
懐
無
常
ノ
理
ヲ
　
　
旨
ト
シ
、
朝
タ
ノ
業
ヲ
ア
リ
ノ
マ
＼
二
可
云
、
此
心
ノ
深
キ
事
、
千
尋
ノ
　
　
海
ヨ
リ
モ
深
、
巧
ノ
高
事
、
富
士
ノ
山
ヨ
リ
モ
高
ク
、
詞
ノ
廣
事
、
武
蔵
　
　
野
ヨ
リ
モ
際
ナ
シ
、
是
ヲ
以
歌
道
ノ
将
ト
セ
リ
、
（
以
下
、
傍
線
は
筆
者
。
）
　
梵
灯
庵
は
和
歌
の
道
の
根
源
は
、
四
季
の
そ
れ
ぞ
れ
の
風
趣
を
心
に
深
く
感
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
発
す
る
と
い
う
。
日
本
人
に
は
そ
の
人
の
生
き
た
歳
の
数
し
か
春
夏
秋
冬
の
四
季
を
体
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
厳
粛
な
事
実
が
あ
る
が
、
日
本
詩
歌
の
詩
人
達
に
と
っ
て
四
季
は
創
作
の
広
大
な
母
胎
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
昨
年
、
夏
石
番
矢
編
『
「
俳
句
」
百
年
の
問
い
」
が
出
さ
れ
、
近
代
に
お
け
る
〈俳
句
と
は
何
か
？
〉
に
つ
い
て
の
正
岡
子
規
か
ら
三
十
二
人
の
説
、
す
な
わ
ち
「
俳
譜
大
要
」
以
降
の
百
年
の
俳
句
本
質
論
の
所
説
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
ど
の
人
の
論
の
ど
こ
を
選
び
だ
す
か
は
、
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
ま
ず
の
試
み
で
あ
る
。
子
規
、
B
・
H
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
碧
梧
桐
、
P
日
L
・
ク
ー
シ
ュ
ー
以
下
、
編
者
夏
石
氏
ま
で
三
十
二
人
の
本
質
論
の
約
半
数
近
く
が
季
語
・
季
題
に
触
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
正
岡
子
規
は
「
俳
句
に
は
多
く
四
季
の
題
目
を
詠
ず
」
と
い
い
、
芥
川
龍
之
介
は
発
句
に
は
「
季
題
は
無
用
に
し
て
も
、
詩
語
は
決
し
て
無
用
で
は
な
い
」
と
い
い
、
寺
田
寅
彦
は
季
題
は
時
や
空
間
を
決
定
す
る
役
目
が
あ
る
と
い
い
、
篠
原
鳳
作
は
現
代
社
会
の
時
代
性
に
対
応
し
た
「
無
季
俳
句
」
を
主
張
し
、
山
口
誓
子
は
季
語
は
「
歴
史
的
所
産
と
し
て
純
化
さ
れ
つ
つ
」
あ
る
と
い
い
、
水
原
秋
桜
子
は
俳
句
は
「
四
季
の
自
然
現
象
及
び
季
節
に
影
響
せ
ら
れ
る
生
活
の
み
に
取
材
」
し
「
こ
れ
は
短
詩
型
を
活
か
し
、
力
を
包
蔵
さ
せ
る
」
と
い
い
、
加
藤
鰍
邨
は
俳
譜
は
自
然
と
の
感
合
に
よ
っ
て
人
間
的
存
在
の
真
実
を
そ
の
中
に
浸
透
さ
せ
、
「
季
こ
そ
、
十
七
音
の
目
で
あ
り
、
感
合
点
で
あ
る
」
と
い
い
、
山
本
健
吉
は
数
百
年
に
わ
た
る
「
歴
史
の
叡
智
」
で
あ
り
発
生
史
的
に
は
季
語
の
存
在
要
件
は
「
外
在
的
」
で
あ
る
と
い
い
、
鷹
羽
狩
行
は
季
語
の
役
割
は
内
容
の
背
景
の
奥
の
第
二
次
・
第
三
次
的
の
無
意
識
の
世
界
に
拡
が
り
「
幽
暗
」
に
す
る
機
能
を
も
つ
と
い
い
、
平
井
照
敏
は
有
季
は
俳
句
を
自
然
詩
に
仕
立
て
、
季
語
が
「
象
徴
的
に
、
重
層
的
に
、
内
面
的
に
活
用
さ
れ
て
ゆ
く
」
と
い
い
、
長
谷
川
擢
は
西
洋
詩
や
現
代
詩
に
な
い
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
部
分
」
で
あ
り
四
季
の
時
空
を
内
蔵
す
る
「
曼
茶
羅
の
よ
う
な
言
葉
」
と
い
い
、
川
本
皓
嗣
は
発
句
は
基
底
部
と
干
渉
部
か
ら
な
り
季
語
は
干
渉
部
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
い
、
夏
石
番
矢
は
二
十
一
世
紀
に
む
け
て
「
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
お
も
に
季
の
外
に
求
め
」
た
い
と
い
う
（
敬
称
略
）
。
以
上
は
こ
の
書
の
抜
粋
部
分
に
お
け
る
季
語
論
の
お
も
な
も
の
を
列
挙
し
た
も
の
で
・
こ
の
書
に
所
収
す
る
山
本
堕
罠
や
井
本
農
一
㎡
他
に
は
・
こ
の
ほ
か
に
独
自
の
季
語
・
季
題
論
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
（1）一
幻
　
　
　
こ
れ
ら
の
近
代
俳
句
の
本
質
論
の
半
数
近
く
に
季
語
・
季
題
論
が
か
か
わ
っ
2　
　
　
て
い
る
こ
と
、
「
四
季
の
題
目
」
か
ら
「
季
題
」
そ
し
て
「
季
語
」
の
名
称
へ
と
　
　
変
化
し
て
行
く
こ
と
、
ま
た
発
句
独
立
と
い
う
近
代
俳
句
の
性
格
か
ら
連
句
的
　
　
世
界
は
あ
ま
り
視
野
に
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
　
　
他
方
、
古
典
俳
譜
に
お
け
る
季
語
・
季
題
の
働
き
に
つ
い
て
も
現
代
の
諸
氏
　
　
　
の
説
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
発
句
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
　
　
思
わ
れ
る
。
近
世
俳
譜
は
季
語
・
季
題
を
形
式
上
の
特
色
と
し
て
い
る
が
、
芭
　
　
蕉
と
蕉
門
俳
人
達
は
い
か
な
る
領
域
に
お
い
て
「
季
の
詞
」
の
理
論
を
展
開
し
　
　
　
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
芭
蕉
の
言
説
と
門
人
達
の
主
要
な
俳
論
書
に
お
い
て
　
　
そ
の
〈
領
域
と
体
系
〉
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
堀
切
実
氏
は
昨
年
の
「
芭
蕉
俳
論
体
系
化
へ
の
試
み
」
の
論
文
に
お
い
て
、
　
　
芭
蕉
の
俳
論
の
体
系
化
・
構
造
化
を
試
み
ら
れ
、
各
論
の
検
討
の
う
え
に
概
略
　
　
を
図
示
さ
れ
た
。
待
望
の
画
期
的
な
論
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
こ
で
は
《
対
象
把
　
　
握
の
方
法
》
に
「
本
意
・
本
情
」
が
位
置
し
、
《
表
現
の
方
法
》
に
「
取
合
せ
」
　
　
が
あ
り
、
「
発
句
論
」
に
「
季
題
論
」
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
蕉
風
の
季
語
・
季
　
　
題
論
は
こ
こ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
正
確
な
領
域
を
今
回
は
確
認
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
か
つ
て
の
「
芭
蕉
俳
論
事
典
」
（
『
別
冊
国
文
学
8
」
二
　
　
九
八
〇
年
刊
）
は
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
紙
面
の
関
係
上
詳
細
な
季
　
　
語
・
季
題
論
の
全
体
像
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
、
芭
蕉
の
言
説
と
芭
蕉
直
門
の
主
要
な
俳
論
書
（
た
だ
し
後
の
伝
　
　
書
類
は
省
く
）
に
お
い
て
〈
蕉
風
の
「
季
の
詞
」
の
理
論
の
領
域
の
確
認
と
体
　
　
系
化
〉
を
試
み
て
み
た
い
。
蕉
風
に
お
け
る
季
語
・
季
題
の
名
称
「季
語
・
季
題
」
の
名
称
は
近
代
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
明
治
四
十
年
前
後
に
用
い
始
め
た
と
さ
れ
る
。
芭
蕉
自
身
や
蕉
門
俳
人
は
何
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
芭
蕉
の
用
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
四
種
類
で
あ
る
。
た
だ
し
、
門
人
に
よ
る
間
接
的
な
伝
聞
の
場
合
は
除
外
す
る
。
1
季
こ
と
ば
　
『
笈
の
小
文
」
（
紀
行
文
）
　
　
歩
行
な
ら
ば
杖
つ
き
坂
を
落
馬
哉
　
と
物
う
さ
の
あ
ま
り
云
出
侍
れ
共
、
終
に
季
こ
と
ば
い
ら
ず
。
2
季
の
言
葉
　
「
杖
突
坂
の
落
馬
ω
②
」
（
俳
文
二
種
）
　
　
か
ち
な
ら
ば
杖
つ
き
坂
を
落
馬
哉
　
と
い
ひ
け
れ
ど
も
、
季
の
言
葉
な
し
。
雑
の
句
と
い
は
ん
も
あ
し
か
ら
じ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
笈
日
記
』
）
　
　
か
ち
な
ら
ば
杖
つ
き
坂
を
落
馬
哉
　
終
に
季
の
言
葉
い
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
蹟
懐
紙
）
3
季
節
　
元
禄
元
年
十
二
月
五
日
付
尚
白
宛
芭
蕉
書
簡
（
書
簡
）
　
　
冬
籠
又
依
そ
は
ん
此
は
し
ら
　
　
　
　
　
　
愚
句
　
　
菊
鶏
頭
切
尽
し
け
り
お
め
い
こ
う
　
　
　
　
同
　
句
は
あ
し
く
候
へ
共
、
五
十
年
来
人
の
見
出
ぬ
季
節
、
愚
老
が
拙
き
口
に
　
か
＼
り
、
若
上
人
真
霊
あ
ら
ば
我
名
ヲ
し
れ
と
そ
わ
ら
ひ
候
。
4
季
　
『
初
懐
紙
評
註
」
（
評
語
）
　
　
は
し
は
小
雨
を
も
ゆ
る
か
げ
ろ
ふ
　
　
　
　
仙
化
　
春
の
景
気
也
。
季
の
つ
か
ひ
や
う
（
は
）
、
か
ろ
く
や
す
ら
か
に
し
た
る
所
を
　
見
る
べ
し
。
花
の
閉
目
な
ど
は
、
や
す
く
と
か
ろ
く
付
る
物
也
。
一
（2）一
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芭
蕉
は
「
季
こ
と
ば
・
季
の
言
葉
・
季
節
・
季
」
の
四
種
類
の
名
称
を
残
し
て
い
る
。
1
の
『
笈
の
小
文
」
杖
突
坂
落
馬
の
条
は
、
旅
中
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
出
来
事
に
興
を
そ
そ
ら
れ
た
ら
し
く
、
名
所
に
お
け
る
雑
の
句
容
認
説
と
し
て
諸
書
に
ひ
か
れ
、
2
の
二
種
の
「
杖
突
坂
の
落
馬
」
の
俳
文
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
紀
行
文
で
は
「
季
こ
と
ば
」
、
俳
文
で
は
「
季
の
言
葉
」
と
名
称
を
若
干
変
え
て
い
る
。
3
の
元
禄
元
年
尚
白
宛
芭
蕉
書
簡
は
「
菊
鶏
頭
」
の
自
句
を
こ
れ
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
自
賛
し
た
も
の
で
、
「
御
命
講
」
（
旧
暦
十
月
十
三
日
の
日
蓮
忌
の
法
会
）
の
詩
材
を
貞
門
談
林
以
来
は
じ
め
て
見
い
だ
し
た
と
言
う
。
こ
の
「
季
節
」
は
単
な
る
季
節
風
景
で
は
な
く
、
後
述
す
る
門
人
達
の
用
例
に
よ
っ
て
も
季
語
・
季
題
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉
は
人
事
の
季
の
詞
と
し
て
の
「御
命
講
」
に
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
後
に
「
御
命
講
や
油
の
や
う
な
酒
五
升
」
（
元
禄
五
年
『
小
文
庫
』
）
の
瓢
逸
な
名
吟
を
作
っ
た
。
4
の
『初
懐
紙
評
注
」
は
季
の
詞
の
用
い
方
は
「
か
ろ
く
や
す
ら
か
に
」
と
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
現
存
す
る
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
名
所
に
雑
容
認
・
か
る
く
や
す
ら
か
な
使
用
・
新
し
い
季
の
詞
へ
の
意
欲
な
ど
を
述
べ
る
中
で
、
前
述
の
四
種
類
の
名
称
を
出
し
て
い
る
。
讐
熟
　
璽
紋
）
L
文
学
作
品
の
場
⇔節
　
竃
（
他
に
書
簡
に
も
）
L
指
導
．
実
践
の
場
お
お
か
た
、
芭
蕉
の
こ
れ
ら
の
名
称
の
使
い
方
は
右
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
「
季
の
言
葉
・
季
こ
と
ば
」
は
公
的
、
「
季
・
季
節
」
は
私
的
と
も
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
近
世
初
期
の
歳
時
記
類
を
み
る
と
、
『
は
な
ひ
草
』
　
（
親
重
）
に
は
「
四
季
之
詞
」
、
『
誹
譜
初
学
抄
」
（
徳
元
）
に
は
「
四
季
の
詞
」
、
『
毛
吹
草
』
（
重
頼
）
に
は
「
誹
譜
四
季
之
詞
」
「
連
歌
四
季
之
詞
」
、
『
増
山
井
』
（
季
吟
）
に
は
「
四
季
之
詞
」
な
ど
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
本
文
冒
頭
に
は
「
四
季
の
詞
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
四
季
の
詞
」
は
「
季
の
詞
」
と
同
様
に
改
ま
っ
た
公
的
な
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
で
は
次
に
、
蕉
門
俳
論
書
の
中
か
ら
、
去
来
の
『
去
来
抄
』
『
旅
寝
論
』
そ
し
て
土
芳
の
『
三
冊
子
』
に
お
け
る
季
語
・
季
題
の
名
称
を
み
て
み
る
。
こ
こ
で
は
「
題
」
や
関
連
す
る
そ
の
他
の
言
葉
に
つ
い
て
も
参
考
に
用
例
を
あ
げ
て
お
く
。
な
お
、
本
文
は
古
典
俳
文
学
大
系
1
0
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
」
（
集
英
社
）
に
拠
っ
た
。
　
『
去
来
抄
』
　
　
季
1
2
　
　
　
季
節
6
　
　
　
無
季
5
　
　
　
題
4
　
　
　
四
季
2
　
　
同
季
1
　
　
有
季
1
　
　
夏
季
1
　
　
和
寄
の
題
1
　
十
題
十
句
1
　
　
放
題
1
　
『
旅
寝
論
』
　
　
題
14
　
　
季
8
　
　
無
季
7
　
　
誹
譜
の
題
4
　
　
寄
の
題
2
　
　
和
寄
の
題
2
　
　
題
号
2
　
　
春
季
2
　
　
　
季
の
詞
1
　
　
難
題
1
　
『
三
冊
子
」
　
　
季
1
3
　
　
　
題
8
　
　
　
　
春
季
2
　
　
　
寄
の
題
2
　
　
当
季
1
　
　
他
季
1
　
　
季
つ
づ
き
1
　
結
び
題
1
　
　
落
題
1
去
来
は
『
去
来
抄
』
で
は
「
季
・
季
節
」
を
多
く
用
い
、
『
旅
寝
論
』
で
は
「
季
」
を
多
用
し
「
季
の
詞
」
も
用
い
た
。
土
芳
は
「
季
」
の
み
を
多
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
説
の
み
で
は
な
く
、
先
師
芭
蕉
や
許
六
な
ど
の
説
を
引
用
す
る
時
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
概
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
去
来
・
土
芳
に
お
い
て
「
季
・
季
節
・
季
の
詞
」
等
が
用
い
ら
れ
、
若
干
の
個
々
の
門
人
の
傾
向
は
あ
っ
て
も
芭
蕉
の
名
称
の
使
用
と
二
者
の
そ
れ
は
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
。
他
の
門
人
、
許
六
・
支
考
な
ど
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
許
六
は
『
許
野
消
息
」
で
「季
と
季
の
言
葉
の
取
合
せ
た
る
句
」
、
『
歴
代
滑
稽
伝
』
で
「
季
と
季
の
辞
を
と
り
合
す
る
」
「
連
俳
は
季
節
の
辞
を
題
と
す
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。
「
季
」
一
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は
「
季
の
詞
（
言
葉
）
」
の
、
ま
た
「
季
節
」
は
「
季
節
の
言
葉
」
の
省
略
形
と
思
わ
れ
る
。
　
つ
ま
り
、
芭
蕉
は
「
季
の
言
葉
・
季
こ
と
ば
・
季
・
季
節
」
等
の
四
種
類
の
言
い
方
を
し
て
お
り
、
芭
蕉
の
門
人
達
も
「
季
の
詞
・
季
節
の
辞
・
季
・
季
節
」
等
と
言
っ
て
い
た
。
刊
行
さ
れ
て
い
た
歳
時
記
類
は
「
四
季
の
詞
」
で
あ
り
、
「季
・
季
節
」
は
省
略
形
で
あ
る
。
蕉
風
の
頃
の
季
語
・
季
題
の
名
称
は
一
語
に
定
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
二
　
蕉
風
俳
論
書
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
の
領
域
　
蕉
風
に
お
い
て
、
季
語
・
季
題
は
い
か
な
る
領
域
で
い
か
な
る
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
芭
蕉
の
言
説
の
主
要
な
も
の
と
、
蕉
門
俳
人
の
主
な
俳
論
書
で
考
察
し
て
み
る
。
蕉
門
の
俳
論
書
と
し
て
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。
去其北
来角枝
許土
六芳
支
考
野
披
山
『
山
中
問
答
」
雑
『
雑
談
集
」
真
『
真
蹟
去
来
文
」
・
不
K
『
不
玉
宛
去
来
論
書
』
・
許
K
『
許
六
宛
去
来
書
簡
』
・
俳
『
俳
譜
問
答
』
・
旅
『
旅
寝
論
」
・
去
『
去
来
抄
」三
『
三
冊
子
」
俳
『
俳
譜
問
答
」
・
篇
『
篇
突
』
（
李
由
土
ハ
編
）
・
宇
『
宇
陀
法
師
」
（李
由
共
編
）
・
消
『
許
野
消
息
』
・
歴
『
歴
代
滑
稽
伝
』
葛
『
葛
の
松
原
』
・
続
『
続
五
論
』
・
東
『
東
西
夜
話
」
・
十
『
俳
譜
十
論
』
・
古
『
俳
譜
古
今
抄
』
消
『
許
野
消
息
』
そ
の
他
の
伝
書
　
二
『
二
十
五
箇
条
』
尚
、
参
考
と
し
て
許
六
編
『
本
朝
文
選
』
・
支
考
編
『
和
漢
文
操
』
を
見
る
　
　
こ
と
と
す
る
。
〈注
〉
　
ω
　
■
は
芭
蕉
自
身
の
言
説
を
示
す
。
ま
た
、
山
・
雑
等
の
書
名
の
　
　
　
　
　
前
の
漢
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
を
示
す
。
　
　
　
　
②
　
本
文
は
、
古
典
俳
文
学
大
系
1
0
『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
に
拠
っ
　
　
　
　
　
　
た
。
但
し
、
『
東
西
夜
話
」
は
『
加
越
能
古
俳
書
大
観
下
」
、
『
俳
　
　
　
　
　
譜
十
論
』
は
日
本
俳
書
大
系
9
『
蕉
門
俳
話
文
集
上
』
、
『
俳
譜
　
　
　
　
　
古
今
抄
」
は
俳
譜
叢
書
2
『
俳
譜
註
釈
集
下
』
に
拠
っ
た
。
芭
　
　
　
　
　
蕉
の
言
説
は
古
典
俳
文
学
大
系
5
『
芭
蕉
集
」
に
拠
っ
た
。
以
下
、
季
語
・
季
題
論
に
関
す
る
所
説
を
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
掲
出
し
て
み
た
い
。
俳
譜
精
神
〈
不
易
流
行
〉
山
　
・
天
地
を
右
に
し
、
万
物
山
川
草
木
人
倫
の
本
情
を
忘
れ
ず
、
飛
花
落
　
　
　
葉
に
遊
ぶ
べ
し
。
其
姿
に
遊
ぶ
時
は
、
道
古
今
に
通
じ
、
不
易
の
理
　
　
　
を
失
は
ず
し
て
、
流
行
の
変
に
渡
る
。
三
　
・
師
の
風
雅
に
万
代
不
易
有
。
一
時
の
変
化
あ
り
。
こ
の
二
つ
に
究
り
、
　
　
　
其
本
一
也
。
そ
の
一
と
い
ふ
は
風
雅
の
誠
也
…
…
千
変
万
化
す
る
も
　
　
　
の
は
、
自
然
の
理
な
り
。
…
…
そ
の
誠
を
せ
あ
ざ
る
故
也
。
〈造
化
随
順
／
天
地
・
四
季
の
変
化
に
従
う
〉
■
・
し
か
も
風
雅
に
お
け
る
も
の
、
造
化
に
し
た
が
ひ
て
四
時
を
友
と
す
。
見
る
処
花
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
お
も
ふ
所
月
に
あ
ら
ず
と
い
一
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ふ
事
な
し
。
…
…
造
化
に
し
た
が
ひ
、
造
化
に
か
へ
れ
と
な
り
。
　
　
　
　
　
（
『
笈
の
小
文
』
）
　
二
　
・
は
い
か
い
は
己
が
家
に
あ
り
な
が
ら
、
天
地
四
海
を
か
け
め
ぐ
り
、
　
　
　
　
春
夏
秋
冬
の
変
化
に
し
た
が
ひ
、
月
は
な
の
風
情
に
わ
た
る
も
の
な
　
　
　
　
れ
ば
、
百
句
は
百
句
に
変
化
す
べ
き
事
也
。
　
　
　
　
（
変
化
の
事
）
　
東
．
四
季
の
変
化
を
し
り
、
天
地
の
本
情
に
あ
そ
ぶ
た
つ
き
の
物
な
り
と
　
　
　
　
お
ぼ
し
め
し
候
て
、
　
《
俳
譜
精
神
》
に
か
か
わ
る
季
語
・
季
題
論
は
、
〈
不
易
流
行
〉
や
〈
造
化
随
順
／
天
地
・
四
季
の
変
化
〉
の
条
で
語
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
天
地
に
お
け
る
万
物
の
本
情
を
見
据
え
て
、
風
雅
の
誠
を
責
め
、
四
季
の
変
化
と
と
も
に
造
化
に
従
っ
て
飛
花
落
葉
に
遊
べ
と
い
う
。
こ
こ
で
、
季
語
・
季
題
論
は
四
時
の
変
化
の
な
か
で
、
天
地
に
お
け
る
万
物
の
本
情
を
知
る
精
神
の
遊
び
で
あ
る
と
い
う
、
俳
譜
の
ひ
と
つ
の
本
質
論
に
辿
り
つ
い
て
い
る
。
対
象
把
握
の
方
法
〈物
我
一
如
〉
　
■
　
・
翁
に
あ
ら
ず
ば
誰
か
此
む
し
の
心
を
し
ら
ん
。
　
　
　
　
自
得
す
」
と
い
へ
り
。
（
「
蓑
虫
ノ
説
」
顕
）
「
静
に
み
れ
ば
物
皆
三
．
松
の
事
は
松
に
習
へ
、
竹
の
事
は
竹
に
習
へ
と
、
師
の
詞
の
あ
り
し
も
、
私
意
を
は
な
れ
よ
と
い
ふ
事
也
。
…
…
習
へ
と
云
は
、
物
に
入
て
、
そ
の
微
の
顕
て
情
感
る
や
、
句
と
な
る
所
也
。
…
…
物
と
我
二
つ
に
な
り
て
、
其
情
誠
に
い
た
ら
ず
、
私
意
の
な
す
作
意
也
。
・
師
の
日
「
乾
坤
の
変
は
風
雅
の
た
ね
也
」
と
い
へ
り
。
…
…
飛
花
落
葉
の
散
乱
る
も
、
そ
の
中
に
し
て
見
と
め
聞
と
め
ざ
れ
ば
、
を
さ
ま
る
こ
と
な
し
。
…
…
物
の
見
え
た
る
ひ
か
り
、
い
ま
だ
心
に
き
え
ざ
　
　
　
　
る
中
に
い
ひ
と
む
べ
し
。
　
〈
本
意
・
本
情
〉
　
　
　
　
み
ぎ
り
　
■
　
．
砂
に
高
き
去
年
の
桐
の
実
　
　
　
　
文
鱗
　
　
　
　
…
…
但
、
桐
の
実
見
付
た
る
、
新
敷
俳
譜
の
本
意
、
か
s
る
所
に
侍
　
　
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
初
懐
紙
評
註
」
）
　
続
　
．
有
情
の
も
の
は
さ
ら
に
い
は
ず
。
無
情
の
草
木
・
瓦
石
よ
り
道
具
・
　
　
　
　
表
色
に
い
た
る
ま
で
、
お
の
れ
く
が
本
情
を
そ
な
へ
て
…
…
金
屏
　
　
　
　
は
あ
た
s
か
に
銀
屏
は
涼
し
。
是
お
の
つ
か
ら
金
屏
・
銀
屏
の
本
情
　
　
　
　
也
。
…
…
そ
も
天
地
よ
り
な
せ
る
本
情
也
。
…
…
…
…
　
　
　
　
こ
の
本
情
と
風
雅
の
ふ
た
つ
を
し
り
て
、
は
じ
め
て
俳
譜
を
し
れ
る
　
　
　
　
人
と
い
ふ
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滑
稽
論
）
　
去
　
．
物
を
作
す
る
に
、
本
性
を
し
る
べ
し
。
し
ら
ざ
る
時
は
、
珍
物
新
詞
　
　
　
　
に
魂
を
奪
は
れ
て
、
外
の
事
に
な
れ
り
。
魂
を
奪
る
＼
は
、
其
物
に
　
　
　
　
著
す
る
故
也
。
是
を
本
意
を
失
ふ
と
云
。
　
　
　
．
俳
譜
は
新
敷
趣
を
専
と
す
と
い
へ
ど
も
、
物
〔
の
〕
本
性
を
た
が
ふ
　
　
　
　
〔
べ
か
ら
ず
。
〕
（
以
下
〔
〕
は
本
文
を
補
う
こ
と
を
示
す
。
）
　
三
　
・
旅
躰
の
句
は
た
と
ひ
田
舎
に
て
す
る
と
も
、
心
を
都
に
し
て
、
…
…
　
　
　
　
都
の
便
求
る
心
な
ど
本
意
と
す
べ
し
と
は
、
連
の
教
也
。
…
…
東
海
　
　
　
　
道
の
一
筋
も
し
ら
ぬ
人
、
風
雅
に
覚
束
な
し
と
も
云
り
　
《
対
象
把
握
の
方
法
》
に
か
か
わ
る
季
語
・
季
題
論
に
は
〈
物
我
一
如
〉
と
〈本
意
・
本
情
〉
の
条
が
あ
る
。
蓑
虫
や
松
や
竹
の
心
を
知
る
に
は
、
私
を
去
り
静
観
し
、
物
に
入
っ
て
そ
の
微
の
顕
れ
や
、
物
の
見
え
た
光
を
、
瞬
時
に
言
い
止
め
よ
と
い
う
。
有
情
・
無
情
の
万
物
は
、
天
地
の
な
す
本
情
を
持
っ
て
お
り
、
新
し
み
の
中
に
も
本
情
を
違
え
る
な
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
物
我
一
如
と
な
っ
て
、
物
の
真
実
の
そ
の
本
質
的
姿
が
た
ち
現
れ
る
、
一
瞬
の
迫
真
の
時
を
つ
か
一
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む
秘
技
を
伝
え
て
い
る
。
2
●
四
季
の
詞
　
〈
新
し
い
季
語
〉
　
去
・
魯
町
日
、
「
竹
植
る
日
は
古
来
㊨
季
に
や
」
。
去
来
日
、
「
不
覚
悟
。
先
　
　
　
　
師
〔
の
〕
句
に
て
初
て
見
侍
る
。
…
…
先
師
、
季
節
の
一
ッ
も
探
り
　
　
　
　
出
し
た
ら
ん
は
、
後
世
に
よ
き
賜
と
也
。
　
〈
四
季
の
詞
の
解
説
〉
　
　
四
季
の
詞
の
意
味
や
本
意
等
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
蕉
門
諸
俳
論
書
で
な
　
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
く
の
季
の
詞
は
あ
　
げ
ず
、
各
論
書
の
記
載
の
有
無
の
み
を
示
し
て
お
く
。
『山
中
問
答
』
『
雑
談
集
』
『真
蹟
去
来
文
」
『
不
玉
宛
去
来
論
書
』
『
許
六
宛
去
来
書
簡
』
『俳
譜
問
答
』
『
旅
寝
論
』
『
去
来
抄
』
ナ
シ
句
の
解
説
に
若
干
、
ア
リ
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
去
来
の
条
　
ナ
シ
　
／
　
許
六
の
条
問
答
の
解
説
に
、
若
干
ア
リ
句
の
解
説
に
、
ア
リ
若
干
ア
リ
『
三
冊
子
」
末
尾
に
季
の
詞
の
解
説
を
列
挙
。
ア
リ
『篇
突
』
『宇
陀
法
師
」
『
許
野
消
息
」
『
歴
代
滑
稽
伝
』
全
編
に
季
の
詞
を
語
群
に
し
て
解
説
。
一
部
に
解
説
、
ア
リ
両
者
の
解
説
に
若
干
、
ア
リ
解
説
に
若
干
、
ア
リ
ア
リ
『葛
の
松
原
』
『
続
五
論
』
『
東
西
夜
話
」
『
俳
譜
十
論
」
『俳
譜
古
今
抄
』
『
二
十
五
箇
条
』
（そ
の
他
、
鳥
ノ
譜
」
解
説
に
若
干
、
ア
リ
解
説
に
若
干
、
ア
リ
解
説
に
若
干
、
ア
リ
ナ
シ
四
季
の
名
類
の
事
、
4
4
条
ア
リ
解
説
に
若
干
、
ア
リ
　
　
　
　
　
『
本
朝
文
選
」
の
許
六
「
四
季
ノ
辞
」
「
百
花
ノ
譜
」
・
支
考
「
百
　
　
　
　
　
・
万
子
「
愛
梅
ノ
説
」
他
の
俳
文
中
に
あ
る
。
ま
た
、
『
和
漢
文
操
』
　
に
も
若
干
あ
る
。
）
●
題
の
論
　
〈
季
節
の
辞
を
題
と
す
〉
　
歴
　
・
第
四
に
、
連
俳
は
季
節
の
辞
を
題
と
す
。
秋
季
・
春
季
を
持
と
い
へ
　
　
　
　
ど
も
、
発
句
に
な
ら
ぬ
只
事
お
ほ
し
。
秋
の
峯
・
春
の
山
の
た
ぐ
ひ
、
　
　
　
　
似
た
事
に
て
、
春
の
野
・
秋
の
野
は
題
也
。
先
師
大
根
引
は
題
に
な
　
　
　
　
ら
ず
と
て
、
「
大
根
引
と
い
ふ
事
を
」
と
前
書
に
か
き
て
出
さ
れ
た
　
　
　
り
。
一
生
の
秀
逸
題
を
撰
ぶ
。
梅
・
桜
・
月
・
雪
の
た
ぐ
ひ
と
心
得
　
　
　
べ
し
。
〈縦
題
・
横
題
〉
旅
・
問
日
、
「
許
六
の
説
に
寄
の
国
・
誹
譜
の
国
、
或
は
寄
の
題
．
誹
譜
の
　
　
　
題
と
、
所
ぐ
に
分
ら
れ
た
り
。
…
－
三
来
筥
、
「
－
－
．
ロ
ハ
和
寄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
へ
　
　
　
の
見
る
所
と
、
誹
譜
に
に
ら
む
所
と
、
趣
た
が
ひ
有
の
み
也
。
縦
ば
　
　
　
花
は
和
寄
の
題
、
菜
種
は
誹
譜
の
題
と
云
は
よ
し
。
花
は
誹
譜
の
題
　
　
　
に
あ
ら
ず
と
云
は
非
な
り
。
宇
・
題
に
竪
横
の
差
別
有
べ
し
。
近
年
大
根
引
の
た
ぐ
ひ
を
、
菊
．
紅
葉
　
　
　
一
列
に
書
な
ら
べ
出
す
る
、
覚
束
な
き
事
也
。
〈題
詠
の
例
〉
一
（6）一
蕉風の季語・季題論238
雑葛
・
此
頃
、
落
穂
の
題
に
て
当
座
句
合
、
　
艸
枕
畳
の
う
へ
も
お
ち
ぼ
哉
　
庭
鳥
の
卵
う
み
す
て
し
落
穂
哉
・
乳
麺
の
下
た
き
た
つ
る
夜
寒
哉
沽
徳
判
、
　
　
亀
翁
　
　
　
角
　
　
　
　
是
は
曲
水
亭
に
て
、
夜
寒
と
い
へ
る
題
の
発
句
也
。
　
去
　
．
「
こ
＼
ろ
見
に
作
て
み
せ
ん
。
題
を
出
さ
れ
よ
。
」
（
魯
）
町
、
則
「
露
」
　
　
　
　
と
云
。
「
露
落
て
え
り
こ
そ
ば
ゆ
き
木
陰
哉
」
。
「
き
く
」
と
云
。
「
き
　
　
　
　
く
咲
て
や
ね
の
か
ざ
り
や
山
ば
た
け
」
と
十
題
十
句
言
下
に
賦
シ
、
　
　
　
　
「
…
…
一
題
を
乞
て
十
句
せ
ん
」
。
町
、
「
砧
」
と
云
。
…
…
十
句
筆
を
　
　
　
　
お
か
せ
ず
。
「
予
（
去
来
）
は
蕉
門
遅
吟
第
一
の
名
有
ル
す
ら
か
く
の
　
　
　
　
ご
と
し
。
」
　
〈
結
題
・
落
題
〉
　
三
　
・
師
の
い
は
く
「
結
び
題
の
発
句
な
ど
の
時
に
、
た
と
へ
ば
五
句
あ
る
　
　
　
　
時
は
、
秀
作
三
句
は
過
る
也
。
当
座
の
題
は
猶
其
心
得
あ
り
。
寄
の
　
　
　
　
題
の
事
も
か
や
う
の
事
と
や
ら
聞
え
侍
る
」
と
な
り
。
　
　
　
．
定
家
卿
寄
に
、
…
…
「
題
庭
上
冬
菊
」
と
い
ふ
に
て
「
霜
お
か
ぬ
南
　
　
　
　
の
海
の
は
ま
び
さ
し
久
し
く
残
る
秋
の
し
ら
菊
」
と
詠
め
り
。
此
歌
　
　
　
　
は
浜
家
の
ひ
さ
し
也
。
し
か
ら
ね
ば
庭
の
字
落
題
也
。
　
〈
花
鳥
風
月
以
外
の
題
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
ま
し
　
篇
　
．
賀
・
挨
拶
・
追
善
・
懐
旧
・
紀
行
・
移
徒
・
賎
別
・
留
別
・
神
舐
・
　
　
　
　
釈
教
・
恋
・
讃
之
類
・
前
書
ノ
格
・
古
事
・
故
実
・
古
寄
ヲ
取
ル
格
　
　
　
　
右
ケ
様
の
題
、
常
式
、
花
鳥
風
月
の
案
じ
所
と
は
格
別
也
。
●
雑
の
論
　
〈
無
季
の
句
も
あ
り
〉
　
二
　
・
名
所
の
発
句
は
、
都
て
雑
の
句
も
し
か
る
べ
し
。
名
を
云
、
季
を
云
、
　
　
　
　
心
い
ふ
時
は
、
句
作
必
穏
な
る
ま
じ
。
旅
　
．
先
師
も
た
ま
く
無
季
の
句
有
。
…
…
神
祇
・
釈
教
・
賀
・
哀
傷
・
　
　
　
無
常
・
述
懐
・
離
別
・
恋
・
旅
・
名
所
等
の
句
は
無
季
の
格
有
度
物
　
　
　
な
り
。
去
　
．
去
来
日
、
「
無
季
の
句
は
折
々
有
。
興
行
は
い
ま
だ
聞
ず
。
先
師
の
日
、
　
　
　
「
発
句
も
四
季
の
み
な
ら
ず
、
恋
・
旅
・
名
所
・
離
別
等
、
無
季
の
句
　
　
　
あ
り
た
き
も
の
也
。
…
…
三
　
．
師
の
詞
に
も
「
名
所
の
み
雑
の
句
に
も
あ
り
た
し
。
季
を
と
り
あ
は
　
　
　
せ
、
寄
枕
を
用
る
十
七
文
字
に
は
、
い
さ
＼
か
心
ざ
し
述
が
た
し
」
〈無
季
に
二
つ
あ
り
〉
去
　
・
其
無
季
と
い
ふ
に
ニ
ツ
有
。
一
ツ
は
前
後
・
表
裏
、
季
と
見
る
べ
き
　
　
　
　
物
な
し
。
…
…
又
、
詞
に
季
な
し
と
い
へ
ど
も
、
一
句
に
季
と
見
る
　
　
　
　
所
有
て
、
或
は
歳
旦
と
も
、
名
月
と
も
定
る
あ
り
。
●
そ
の
他
　
〈
詞
と
趣
向
／
詞
と
心
と
作
意
〉
　
去
　
・
去
来
日
、
「
〔
句
〕
案
に
二
品
あ
り
。
趣
向
よ
り
入
と
、
詞
・
道
具
よ
　
　
　
　
り
入
る
と
也
。
詞
・
道
旦
ハ
よ
り
入
る
人
は
頓
句
・
多
句
也
。
趣
向
よ
　
　
　
　
り
入
る
人
は
、
遅
吟
・
寡
句
也
。
さ
れ
ど
、
案
方
の
位
を
論
ず
る
時
　
　
　
　
は
、
趣
向
よ
り
入
る
を
上
品
と
す
。
　
三
　
・
春
雨
の
柳
は
全
躰
連
歌
也
。
田
に
し
取
烏
は
全
く
俳
譜
也
。
「
五
月
雨
　
　
　
　
に
鳩
の
浮
巣
を
見
に
行
ん
」
と
い
ふ
句
は
詞
に
は
い
か
い
な
し
。
浮
　
　
　
　
巣
を
見
に
ゆ
か
ん
と
云
所
俳
也
。
…
…
詞
に
有
、
心
に
有
。
其
外
こ
　
　
　
　
の
句
の
類
、
作
意
に
有
。
　
〈
俗
語
を
正
す
〉
三
　
・
師
の
い
は
く
「
俳
譜
の
益
は
俗
語
を
正
す
也
。
…
…
　
〈
ふ
る
・
ふ
ら
ぬ
〉
去
　
・
　
行
春
を
近
江
の
人
と
を
し
み
け
り
　
　
ば
せ
を
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先
師
日
、
「
尚
白
が
難
に
〈
近
江
〉
は
〈
丹
波
〉
に
も
、
〈
行
春
〉
は
　
　
　
〈
行
歳
〉
に
も
ふ
る
べ
し
と
い
へ
り
。
汝
い
か
ゴ
聞
侍
る
や
」
。
去
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
り
　
　
　
日
、
「
尚
白
が
難
あ
た
ら
ず
。
湖
水
朦
朧
と
し
て
春
を
を
し
む
に
便
　
　
　
有
べ
し
…
…
」
。
　
　
・
　
つ
か
み
合
ふ
子
ど
も
の
た
け
や
麦
畠
　
　
　
…
…
去
来
日
、
「
麦
は
麻
に
成
て
も
、
よ
も
ぎ
に
な
り
て
も
く
る
し
か
　
　
　
ら
ず
」
…
…
先
師
日
、
「
又
ふ
る
・
ふ
ら
ぬ
の
論
、
か
し
が
ま
し
」
と
、
　
　
　
制
し
給
ふ
也
。
歴
　
・
第
三
に
、
動
く
歎
、
動
か
ぬ
歎
と
い
ふ
事
を
か
け
て
、
最
初
よ
り
案
　
　
　
ず
る
也
。
春
風
が
陽
焔
に
動
き
、
野
菊
が
撫
子
に
動
く
た
ぐ
ひ
、
ひ
　
　
　
た
も
の
あ
れ
是
と
動
か
し
、
決
定
の
上
に
て
手
ホ
於
葉
を
改
め
、
句
　
　
　
作
る
も
の
也
。
〈初
の
字
大
切
の
事
〉
俳
　
・
　
初
雪
や
い
つ
大
仏
の
柱
だ
て
　
　
　
　
翁
「初
」
の
字
の
つ
よ
み
、
名
人
の
骨
髄
也
。
　
（
許
六
）
篇
　
・
初
霜
・
初
雪
等
の
初
の
字
、
大
事
の
一
字
也
。
腸
を
厚
く
案
じ
て
、
　
　
　
　
容
易
に
お
く
事
な
か
れ
。
　
《
こ
と
ば
》
に
か
か
わ
る
季
語
・
季
題
論
は
多
い
。
こ
こ
で
は
、
季
の
詞
．
題
の
論
・
雑
の
論
・
そ
の
他
に
大
別
し
た
。
季
の
詞
で
は
〈
新
し
い
季
語
〉
〈
四
季
の
詞
の
解
説
〉
、
題
の
論
で
は
〈
季
節
の
辞
を
題
と
す
〉
〈
縦
題
・
横
題
〉
〈
題
詠
の
例
〉
〈
結
題
・
落
題
〉
〈
花
鳥
風
月
以
外
の
題
〉
、
雑
の
論
で
は
〈
無
季
の
句
〉
〈無
季
に
二
つ
あ
り
〉
、
そ
の
他
の
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
〈
詞
と
趣
向
／
詞
と
心
と
作
意
〉
〈
俗
語
を
正
す
〉
〈
ふ
る
・
ふ
ら
ぬ
〉
〈
初
の
字
大
切
の
事
〉
等
の
条
が
あ
る
。
季
の
詞
で
は
芭
蕉
は
新
季
語
に
好
意
的
で
あ
り
、
蕉
門
俳
論
諸
書
に
四
季
の
詞
の
解
説
が
あ
る
。
題
の
論
で
は
連
俳
は
季
節
の
辞
を
題
と
す
る
と
し
、
一
生
の
秀
逸
は
題
を
選
ぶ
と
い
い
、
縦
題
・
横
題
を
区
別
し
、
俳
席
や
習
作
に
題
詠
が
な
さ
れ
て
い
た
。
雑
の
論
で
は
名
所
等
に
雑
を
容
認
し
、
季
が
な
く
と
も
一
句
全
体
で
季
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
他
の
論
で
は
、
詞
よ
り
も
趣
向
よ
り
入
る
句
を
上
品
と
し
、
俳
譜
は
俗
語
を
正
す
益
が
あ
り
、
ふ
る
・
ふ
ら
ぬ
の
語
句
の
流
動
性
、
初
の
字
の
効
果
等
を
も
語
っ
て
い
る
。
〈季
の
用
い
方
／
か
ろ
く
や
す
ら
か
に
、
後
に
加
え
る
〉
■
　
・
　
は
し
は
小
雨
を
も
ゆ
る
か
げ
ろ
ふ
　
　
仙
花
　
　
　
春
の
景
気
也
。
季
の
つ
か
ひ
や
う
は
、
か
ろ
く
や
す
ら
か
に
し
た
る
　
　
　
所
を
見
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
初
懐
紙
評
注
』
）
葛
　
・
月
花
に
か
ぎ
ら
ず
、
春
秋
の
季
を
結
ば
む
に
、
そ
の
季
を
さ
き
に
工
　
　
　
夫
せ
ば
あ
た
ら
し
き
趣
向
な
か
る
べ
し
。
唯
、
平
生
の
心
に
て
当
季
　
　
　
は
後
に
く
は
へ
た
る
が
よ
し
と
承
し
也
。
〈季
重
な
り
・
季
と
季
の
取
合
せ
〉
去三消
・
去
来
日
、
コ
句
に
季
節
二
、
三
有
と
も
難
な
か
る
べ
し
。
…
…
さ
れ
ど
許
六
の
、
季
ト
季
の
か
よ
ふ
処
に
習
あ
り
と
い
へ
る
は
、
予
が
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
事
也
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
つ
ら
ひ
・
又
い
は
く
「
季
を
と
り
合
す
る
に
、
句
の
ふ
る
び
や
す
き
煩
有
」
と
あ
り
し
時
も
侍
る
也
。
・
先
師
の
申
さ
れ
た
る
鶯
の
両
句
は
、
季
の
取
合
せ
第
一
に
て
、
心
の
通
ふ
所
を
結
び
合
せ
た
る
も
の
に
候
。
…
…
惣
別
先
師
の
句
は
、
季
と
季
の
言
葉
の
取
合
せ
た
る
句
、
十
に
七
ツ
八
ツ
は
是
に
て
御
座
候
。
（
許
六
）
・
し
か
れ
ど
も
句
は
、
し
ま
り
を
第
一
に
し
て
、
新
し
み
を
願
ひ
申
事
に
候
。
取
合
せ
も
の
を
尊
し
と
は
存
ぜ
ず
候
。
：
…
．
よ
せ
物
．
取
合
一
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せ
も
の
と
心
を
付
候
は
ゴ
、
作
に
落
入
、
深
々
の
妙
処
に
い
た
る
事
　
　
　
有
ま
じ
く
候
。
（
野
披
）
歴
　
・
　
寒
菊
の
隣
も
あ
り
や
い
け
大
根
　
　
許
六
　
　
　
寒
菊
に
い
け
大
根
、
同
季
の
と
り
合
せ
也
。
〈
か
け
合
せ
〉
消
　
・
翁
の
古
池
の
句
、
い
か
ゴ
御
聞
候
や
、
…
…
此
句
、
蛙
と
古
池
の
か
　
　
　
け
合
を
能
々
御
工
夫
あ
る
べ
く
候
。
（
許
六
）
　
　
・
兎
角
か
け
合
な
く
て
は
発
句
に
な
ら
ず
と
、
度
々
仰
承
り
候
。
い
か
　
　
　
な
る
踏
違
に
て
候
や
。
（
野
披
）
歴
・
第
二
に
、
か
け
合
と
い
ふ
事
、
当
流
の
眼
也
。
…
…
そ
の
か
け
合
と
い
ふ
は
、
花
に
あ
す
な
ら
ふ
の
木
を
か
け
合
し
、
名
月
に
三
井
寺
の
門
拍
く
事
を
か
け
合
す
る
也
。
そ
の
中
は
と
り
合
せ
よ
き
様
に
つ
ぎ
め
を
合
せ
て
発
句
に
す
る
事
也
。
季
と
季
の
辞
を
と
り
合
す
る
も
同
前
、
猶
以
名
人
の
作
也
　
《
表
現
の
方
法
》
に
か
か
わ
る
季
語
・
季
題
論
は
、
〈
季
の
用
い
方
〉
〈
季
重
な
り
／
季
と
季
の
取
合
せ
〉
〈
か
け
合
せ
〉
等
で
あ
る
。
芭
蕉
自
身
も
季
の
用
い
方
は
「
か
ろ
く
や
す
ら
か
に
」
と
い
う
。
そ
し
て
季
の
詞
は
後
で
加
え
よ
と
も
言
う
。
季
重
な
り
に
つ
い
て
は
、
特
に
禁
じ
て
は
い
な
い
。
許
六
は
季
と
季
の
取
合
せ
や
か
け
合
せ
に
つ
い
て
主
張
す
る
が
、
去
来
や
野
披
は
疑
問
を
述
べ
て
い
る
。
（形
態
）
　
　
●
発
句
論
　
　
　
〈発
句
は
取
合
せ
も
の
・
題
の
曲
輪
を
出
よ
〉
鰯
　
　
　
篇
　
・
世
上
、
発
句
案
ず
る
に
、
皆
題
矧
の
中
よ
り
案
ず
る
、
是
な
き
物
也
。
旅
…
…
た
と
へ
ば
題
を
箱
に
入
置
、
其
箱
の
蓋
に
上
て
、
乾
坤
を
広
く
尋
る
物
也
。
…
…
曲
輪
を
飛
出
て
案
じ
た
ら
ん
に
は
・
師
ノ
云
、
「
発
句
は
と
り
合
物
也
。
ニ
ッ
と
り
合
て
、
よ
く
と
り
は
や
す
を
上
手
と
云
也
」
・
又
云
、
（
俳
譜
は
）
題
の
噂
と
覚
え
た
る
が
よ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
、
「
発
句
調
錬
之
弁
」
。
〈
俳
〉
に
も
有
り
。
）
・
許
六
其
一
端
を
あ
げ
て
初
心
に
示
さ
る
s
物
成
べ
し
。
曲
輪
の
内
外
を
し
ひ
て
論
ず
べ
か
ら
ず
。
然
共
、
曲
輪
の
内
は
す
く
な
く
、
外
は
尤
多
し
。
　
　
・
殊
に
感
偶
即
興
す
る
も
の
は
、
曲
輪
の
内
よ
り
な
し
来
る
句
多
し
。
　
　
　
…
…
又
、
句
は
「
題
の
噂
と
覚
え
た
る
が
よ
し
」
と
い
へ
る
は
さ
も
　
　
　
有
な
ん
。
　
　
・
先
師
告
て
日
、
「
汝
（
洒
堂
）
が
ほ
つ
句
皆
、
物
ニ
ッ
三
ッ
を
取
合
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
が
ね
　
　
　
の
み
句
を
な
す
。
　
句
は
只
金
を
‡
の
べ
た
る
様
に
f
す
べ
し
」
と
　
　
　
を
し
へ
給
へ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
〈
去
〉
に
も
有
り
。
）
三
　
・
発
句
の
事
は
、
行
て
帰
る
心
の
味
也
。
…
…
先
師
も
「
発
句
は
取
合
　
　
　
も
の
と
知
る
べ
し
」
と
云
る
よ
し
、
あ
る
俳
書
に
も
侍
る
也
。
題
の
　
　
　
中
よ
り
出
る
事
は
す
く
な
き
也
。
も
し
出
て
も
大
様
ふ
る
し
と
也
。
〈発
句
と
付
句
の
境
〉
去
・
去
来
日
、
「
七
情
万
景
、
〔
心
〕
に
と
ゴ
ま
る
所
に
ほ
句
あ
り
。
付
句
　
　
　
　
　
た
と
は
常
な
り
。
讐
へ
ば
、
鶯
の
梅
に
と
ま
り
て
鳴
と
い
ふ
は
、
ほ
句
に
　
　
　
な
ら
ず
。
鶯
の
身
を
さ
か
さ
ま
に
鳴
と
い
ふ
は
ほ
句
也
」
。
〈発
句
は
屏
風
の
画
〉
二
　
・
発
句
は
屏
風
の
画
と
思
ふ
べ
し
。
己
が
句
を
作
り
て
目
を
閉
、
　
　
　
な
ぞ
画
に
準
ら
へ
て
見
る
べ
し
。
す
る
と
な
り
。
…
…
俳
か
い
は
姿
を
先
に
し
て
、
心
を
後
に
一 （9）一
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〈発
句
の
時
は
季
に
用
い
る
事
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
び
二
　
・
あ
る
い
は
夜
着
と
ふ
と
ん
・
足
皮
・
豆
巾
の
、
、
扇
・
あ
は
せ
な
ど
　
　
　
尋
！
多
し
。
発
句
に
す
る
時
は
当
季
、
平
句
に
し
て
は
　
　
　
指
合
繰
る
べ
か
ら
ず
。
十
　
・
二
季
に
ま
た
ぎ
た
る
彼
岸
の
類
も
、
四
季
に
わ
た
り
た
る
無
名
の
祭
　
　
　
も
、
発
句
に
す
れ
ば
季
と
な
る
物
あ
り
、
付
句
に
す
れ
ば
雑
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
　
　
　
物
あ
り
。
　
　
（
〈
古
〉
に
「
季
節
の
跨
ぎ
た
る
物
の
事
」
と
有
り
。
）
〈発
句
の
道
具
〉
俳
　
・
予
閑
二
発
明
す
る
に
、
発
句
道
具
・
平
句
道
具
・
第
三
道
具
あ
り
。
　
　
　
　
…
…
発
句
の
道
具
は
、
一
切
動
か
ぬ
も
の
也
。
　
　
　
・
ひ
と
＼
せ
俳
譜
せ
し
時
、
瓜
の
泥
に
よ
ご
れ
た
る
は
を
か
し
と
て
、
　
　
　
　
六
句
め
二
、
　
　
　
　
　
泥
に
よ
ご
る
＼
瓜
の
網
の
目
　
　
　
　
と
云
句
せ
し
。
其
次
の
と
し
、
翁
の
句
二
、
　
　
　
　
　
朝
露
に
よ
ご
れ
て
涼
し
瓜
の
泥
　
　
　
　
と
云
句
出
た
り
。
初
て
発
句
の
道
具
た
る
事
を
知
れ
り
。
　
（
許
六
）
　
《
発
句
論
》
で
は
、
許
六
の
〈
取
合
せ
論
〉
や
〈
題
の
曲
輪
を
出
よ
〉
に
対
し
て
、
去
来
は
や
や
批
判
的
で
、
そ
れ
は
先
師
の
教
え
の
一
端
に
す
ぎ
ず
感
偶
即
興
す
る
句
は
多
く
は
曲
輪
の
内
に
あ
り
、
発
句
は
「
金
を
打
の
べ
た
る
様
に
」
作
れ
と
言
う
が
、
土
芳
は
発
句
は
行
て
帰
る
心
の
味
と
い
う
秀
逸
な
発
句
内
部
の
感
応
説
を
提
出
し
た
う
え
で
、
許
六
の
説
を
肯
定
的
に
紹
介
す
る
。
ま
た
許
六
の
「
題
の
噂
」
に
は
、
去
来
も
同
意
す
る
。
さ
ら
に
、
発
句
と
付
句
の
相
違
に
つ
い
て
、
発
句
は
視
覚
的
な
「
屏
風
の
画
」
で
あ
り
常
で
な
い
格
が
あ
り
、
尋
常
の
語
句
も
当
季
と
し
て
用
い
、
発
句
の
素
材
は
「
発
句
道
具
」
と
い
っ
て
他
の
語
に
動
か
な
い
。
発
句
論
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
は
、
取
り
合
せ
・
題
の
曲
輪
そ
し
て
素
材
と
し
て
の
発
句
道
具
に
か
か
わ
る
。
●
連
句
論
　
〈
去
嫌
／
季
移
り
〉
　
三
　
・
ほ
句
に
三
月
に
渡
る
景
物
出
る
時
は
、
わ
き
に
て
当
季
を
定
む
べ
　
　
　
　
し
。
是
は
連
歌
の
習
也
。
俳
に
て
も
其
心
遣
ひ
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
宇
〉
に
も
有
り
。
）
　
去
・
　
ぽ
ん
と
ぬ
け
た
る
池
の
蓮
の
実
　
　
　
（秋
）
　
　
　
　
　
咲
花
に
か
き
出
す
縁
の
か
た
ふ
き
て
　
　
ば
せ
を
　
　
　
（
春
）
　
　
　
　
…
…
先
師
の
付
句
を
所
望
し
け
れ
ば
、
か
く
付
給
ふ
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
か
ら
春
の
季
移
り
）
　
〈
輪
廻
・
遠
輪
廻
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
も
の
　
三
　
・
輪
廻
の
事
、
新
式
に
薫
と
い
ふ
句
に
、
こ
が
る
＼
と
付
て
、
ま
た
紅
　
　
　
　
葉
を
付
く
べ
か
ら
ず
。
…
…
又
た
と
へ
ば
、
花
と
い
ふ
句
に
、
風
と
　
　
　
　
も
霞
と
も
付
て
、
又
不
可
付
也
。
数
句
を
へ
だ
つ
と
い
ふ
と
も
、
一
　
　
　
　
座
に
可
嫌
之
、
他
准
之
。
又
竹
と
云
句
に
世
と
付
て
、
又
竹
出
る
時
、
　
　
　
　
夜
の
字
不
付
之
。
如
此
の
類
遠
輪
廻
也
。
　
〈
附
句
の
季
の
案
じ
方
〉
　
二
　
・
四
季
の
附
句
に
其
季
を
案
ず
る
事
、
前
の
二
三
句
か
ろ
き
時
は
、
当
　
　
　
　
季
を
経
て
趣
向
よ
り
案
べ
し
。
…
…
前
の
二
一
二
句
重
き
時
は
、
尤
、
　
　
　
其
当
季
よ
り
案
じ
て
、
花
・
鶯
・
月
・
露
の
類
に
、
一
句
の
風
情
を
　
　
　
附
べ
し
。
さ
れ
ば
二
つ
の
案
じ
か
た
は
、
も
と
よ
り
変
化
の
た
め
成
　
　
　
る
事
を
し
る
べ
し
。
〈
二
季
に
渡
る
も
の
〉
二
　
・
二
季
に
渡
る
も
の
を
ば
、
後
の
彼
岸
と
い
ひ
、
秋
の
出
か
は
り
と
い
　
　
　
ふ
。
さ
れ
ど
前
句
の
秋
に
附
く
る
時
は
、
後
の
字
に
も
及
ぼ
ず
、
鞠
　
　
　
季
な
り
。
此
類
は
数
多
あ
る
事
な
り
。
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法
書
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二
　
・
俳
か
い
に
指
合
の
事
は
、
『
は
な
ひ
草
』
の
類
に
し
た
が
ふ
べ
し
。
宇
・
世
間
重
宝
の
『
は
な
ひ
草
』
も
、
連
寄
の
『
い
ろ
は
新
式
』
と
云
書
　
　
　
に
て
書
侍
れ
ば
『
は
な
ひ
草
』
な
く
て
も
事
は
欠
ま
じ
。
　
　
・
惣
別
差
合
の
事
は
『
新
式
今
案
』
を
以
了
簡
す
べ
し
。
三
　
・
（
師
）
「
そ
の
中
に
『
俳
無
言
」
と
い
ふ
有
。
大
様
よ
ろ
し
」
と
云
り
。
〈月
・
花
〉
　
　
　
す
べ
二
　
・
都
て
月
花
は
風
雅
の
道
具
な
れ
ば
、
な
く
て
叶
は
ぬ
道
理
を
し
っ
て
、
さ
の
み
月
花
の
句
に
新
し
き
を
も
と
む
べ
か
ら
ず
。
三
　
・
春
秋
の
季
つ
ゴ
き
、
　
　
　
と
の
師
説
也
。
＝：〈
一 月
　〉
四
句
目
に
て
花
月
の
句
を
す
る
事
必
あ
る
ま
じ
宇
・
月
の
定
座
を
こ
ぼ
す
事
、
師
の
い
は
く
「
…
…
寄
仙
は
く
る
し
か
る
ま
じ
。
…
…
月
の
座
、
月
の
字
、
有
明
も
差
合
た
る
時
は
異
名
に
て
す
べ
し
。
…
…
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
の
く
ま
さ
り
・
又
師
の
い
は
く
「
月
は
上
句
勝
た
る
べ
し
。
落
月
・
無
月
の
句
つ
、
し
む
べ
し
。
時
に
よ
る
べ
し
。
…
…
」
・
星
月
夜
は
秋
に
て
賞
の
月
に
は
あ
ら
ず
。
も
し
ほ
句
に
出
る
時
は
、
す
秋
に
し
、
他
季
に
て
有
明
な
ど
す
る
也
。
月
と
い
ふ
字
に
五
句
隔
と
新
式
に
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
（
〈
二
〉
〈
宇
〉
〈
古
〉
に
も
有
り
。
）
・
師
の
日
「
表
に
月
二
つ
稀
に
有
。
此
時
は
月
数
八
つ
也
。
名
の
裏
は
ま
れ
に
も
月
な
し
」
と
也
。
・
師
の
い
は
く
「
素
秋
の
事
、
せ
ぬ
方
先
よ
ろ
し
。
す
る
に
習
ひ
な
し
。
時
に
よ
る
べ
し
。
」
　
　
　
　
（
素
秋
と
は
秋
の
句
三
～
五
句
連
続
中
に
月
が
な
い
こ
と
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ
・
　
深
川
』
俳
譜
に
「
雷
や
み
」
と
云
句
、
賞
翫
の
月
に
せ
り
。
師
云
、
「
雷
闇
と
云
句
に
月
は
成
ま
じ
、
此
雷
や
み
、
月
秋
の
前
句
也
。
是
を
月
に
す
べ
し
」
と
て
秋
を
付
出
し
、
八
月
と
云
月
次
を
出
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〈
二
〉
〈
去
〉
〈
三
〉
〈
古
〉
に
も
有
り
。
）
〈花
〉
宇
　
・
花
に
初
中
後
の
心
持
あ
り
。
め
ぐ
む
・
咲
初
る
・
盛
・
ち
る
・
残
る
　
　
　
の
類
也
。
…
…
唐
朝
の
花
は
牡
丹
也
。
吾
朝
詩
寄
の
花
は
桜
也
。
連
　
　
　
俳
の
花
は
桜
に
も
非
ズ
牡
丹
に
て
も
な
し
。
『
篇
突
』
云
、
「
花
は
賞
　
　
　
翫
の
惣
名
」
と
註
ス
。
去
　
・
去
来
日
、
「
（
花
を
）
引
上
る
に
弐
品
あ
り
。
一
は
、
一
座
に
賞
翫
す
　
　
　
べ
き
人
有
て
、
其
人
に
花
を
と
思
ふ
時
、
其
句
前
に
至
り
、
前
句
よ
　
　
　
り
春
季
を
出
し
て
望
む
也
。
是
を
呼
出
し
の
花
と
い
ふ
。
又
一
ツ
は
、
　
　
　
一
座
の
貴
人
・
功
者
な
ど
は
…
…
花
を
作
す
。
三
　
・
恋
の
花
は
む
つ
か
し
き
わ
ざ
と
、
連
歌
に
秘
し
て
、
前
句
よ
り
つ
、
　
　
　
し
む
と
也
。
俳
、
其
沙
汰
な
し
。
　
　
　
・
に
ほ
ひ
の
花
に
て
春
季
五
句
に
至
る
と
も
、
揚
句
に
季
を
は
な
す
べ
　
　
　
　
か
ら
ず
。
た
と
へ
季
六
句
に
及
て
も
す
べ
し
と
也
。
　
《
連
句
論
》
に
お
い
て
は
、
季
語
・
季
題
論
は
主
に
〈
去
嫌
／
季
移
り
〉
と
〈月
・
花
〉
に
か
か
わ
る
。
〈
去
嫌
〉
に
つ
い
て
は
芭
蕉
は
『
三
冊
子
』
で
「
大
か
た
に
し
て
宜
」
と
柔
軟
な
態
度
で
あ
り
、
『
俳
無
言
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
個
々
の
語
の
去
嫌
の
解
説
は
省
略
し
た
。
変
化
を
尊
ぶ
連
句
で
は
季
移
り
や
趣
向
の
停
滞
に
注
意
が
な
さ
れ
た
。
付
句
は
趣
向
か
ら
と
季
か
ら
案
ず
る
場
合
が
あ
り
、
二
季
に
わ
た
る
も
の
は
前
句
の
季
に
従
う
と
い
う
。
ま
た
、
落
月
・
無
月
・
素
秋
・
星
月
夜
・
雷
闇
等
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。
恋　
〈
季
に
て
恋
の
句
つ
つ
む
こ
と
〉
　
三
　
・
季
に
て
、
恋
の
句
を
つ
s
む
こ
と
、
恋
の
句
に
て
季
の
句
を
つ
＼
む
　
　
　
　
こ
と
、
む
か
し
は
嫌
へ
ど
も
、
今
は
く
る
し
か
ら
ず
。
（11）
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〈
恋
の
発
句
は
雑
で
も
よ
い
〉
　
去
．
先
師
の
日
、
「
発
句
も
四
季
の
み
な
ら
ず
、
恋
・
旅
・
名
所
・
離
別
　
　
　
　
等
、
無
季
の
句
あ
り
た
き
も
の
也
。
　
　
　
　
（
〈
旅
〉
に
も
有
り
。
）
　
《
恋
論
》
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
は
、
連
句
の
運
座
上
の
恋
と
季
の
続
け
方
と
、
恋
の
発
句
と
雑
の
関
連
等
に
論
が
あ
る
。
前
者
は
、
『
連
理
秘
抄
』
『
増
補
は
な
ひ
草
』
等
で
は
否
定
さ
れ
て
い
た
が
、
蕉
門
で
は
許
容
さ
れ
た
。
ま
た
恋
の
発
句
は
雑
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
●
撰
集
論
　
〈
集
の
模
様
〉
　
去
・
去
来
日
、
「
俳
譜
集
の
模
様
は
、
や
は
り
俳
譜
集
の
内
に
て
作
す
べ
　
　
　
　
し
。
」
　
宇
・
夫
選
者
は
、
第
一
自
句
達
者
に
し
て
、
秀
逸
の
句
持
て
も
を
し
ま
ず
〈巻
頭
・
四
季
の
巻
頭
・
巻
軸
〉
（
〈宇
〉
は
以
下
「
誹
譜
撰
集
法
」
に
載
る
。
）
代
句
に
書
入
、
も
や
う
を
つ
く
り
、
題
と
題
と
の
つ
ゴ
け
所
、
句
の
不
足
あ
れ
ば
、
俄
に
筆
を
ひ
か
へ
発
句
す
る
程
の
達
人
な
ら
で
は
、
選
者
成
が
た
し
。
宇
　
・
巻
頭
・
巻
軸
の
句
、
心
得
有
べ
し
。
…
…
四
季
の
巻
頭
、
一
題
く
　
　
　
の
巻
頭
あ
り
。
人
を
考
へ
句
を
撰
み
て
置
べ
し
。
下
手
の
巻
頭
に
出
　
　
　
た
る
は
、
土
民
、
公
家
の
上
座
仕
た
る
心
地
し
て
、
そ
の
集
い
や
し
　
　
　
ま
る
s
也
。
…
…
　
　
　
し
か
も
季
な
か
ら
ん
を
巻
頭
に
不
入
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
レ
〈部
立
の
事
〉
宇
・
部
立
の
事
、
年
中
行
事
・
四
季
景
物
、
次
第
を
た
つ
る
事
、
常
の
事
也
。
発
句
数
す
く
な
く
、
あ
る
ひ
は
二
句
三
句
同
作
に
て
、
同
じ
所
に
な
ら
べ
ざ
れ
ば
、
其
感
す
く
な
く
し
て
、
題
を
分
が
た
き
事
あ
る
　
　
　
物
也
。
　
　
　也
。
〈相
似
た
る
句
〉
三
　
・
師
の
い
は
く
・
集
は
第
一
も
や
う
也
。
四
季
を
分
て
、
い
つ
も
か
は
ら
ぬ
梅
・
桜
・
其
時
は
神
祇
・
釈
教
・
旅
・
無
常
と
、
四
季
不
同
に
分
べ
き
　
　
　
　
月
・
雪
、
し
か
も
よ
か
ら
ぬ
句
を
並
べ
出
せ
る
、
　
　
　
　
…
…
題
と
前
書
の
相
違
有
べ
し
。
図
－
堀
切
実
氏
「
芭
蕉
俳
論
体
系
化
へ
の
試
み
」
よ
り
不
興
の
事
也
。
　
　
　
　
　
　
　
「
相
似
た
る
句
は
、
集
に
出
す
時
、
外
に
置
て
ま
ぎ
ら
　
　
　
は
し
く
せ
ざ
る
よ
し
」
。
『
後
猿
蓑
』
に
師
の
蕎
麦
の
花
の
句
、
猿
難
　
　
　
が
蕎
麦
の
花
一
所
に
わ
ざ
と
置
侍
る
と
也
。
〈縦
題
・
横
題
の
並
べ
方
〉
《
俳
譜
精
神
》
［
▽
《
表
現
の
方
法
》
姿
情
（
景
気
）
虚
実
取
合
せ
発
句
論
（
発
句
構
造
論
・
切
字
論
・
季
題
論
・
等
類
論
）
連
句
論
（
に
ほ
ひ
・
う
つ
り
・
ひ
び
き
・
心
付
・
見
入
・
見
込
・
見
ひ
な
し
・
位
・
悌
）
（12）
蕉風の季語・季題論232
図
n
〈
蕉
風
俳
論
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
の
領
域
と
体
系
〉
風狂
高悟帰俗
・造化随順
俳譜精神
・不易流行
・風雅の誠
・新しみ
A，！！l！！！EEII！llL
対象把握の方法
◎本意・本情
・物我一如
〈作品化の過程〉
ばとこ
風調・芸境（作風）
さび・しをり・ほそみ
かるみ・あだ
〈注〉◎・は季語・季題論に関する論
　　であることを示す。（尚，◎・は
　　関係の強・弱を示す。）
●ふる・ふらぬ
等類
切字
◎四季の詞
◎題
◎雑
表　現　の　方　法
◎取合せ（かけ合せ）
◎季重なり
　虚実　　　姿情（景気）
ジヤンル（形態）別
◎発句論　・撰集論
◎連句論　　紀行・俳文論
宇
　
・
題
に
竪
横
の
差
別
有
べ
し
。
近
年
大
根
引
の
た
ぐ
ひ
を
、
菊
・
紅
葉
　
　
　
　
一
列
に
書
な
ら
べ
出
す
る
、
覚
束
な
き
事
也
。
　
《
撰
集
論
》
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
は
、
許
六
の
『
宇
陀
法
師
』
の
「
誹
譜
撰
集
法
」
に
多
く
論
が
あ
る
。
内
容
は
〈
部
立
諸
論
や
句
の
配
列
〉
と
季
語
・
季
題
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
撰
者
は
集
の
模
様
を
工
夫
す
べ
き
で
あ
り
、
巻
頭
・
四
季
の
巻
頭
・
巻
軸
の
句
を
吟
味
し
、
巻
頭
は
季
の
句
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
似
た
季
語
の
句
は
一
所
に
お
き
、
も
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
縦
題
・
横
題
の
配
列
に
三
　
蕉
風
俳
論
書
の
季
語
・
季
題
論
の
体
系
　
以
上
の
よ
う
に
、
蕉
風
俳
論
書
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
を
概
観
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
全
体
像
を
確
認
し
て
み
た
い
。
い
か
な
る
領
域
で
、
い
か
な
る
体
系
で
季
語
・
季
題
論
が
語
ら
れ
て
い
る
か
考
え
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
堀
切
実
氏
は
前
述
の
「
芭
蕉
俳
論
体
系
化
へ
の
試
み
」
の
論
文
に
お
い
て
、
図
1
の
よ
う
に
〈
芭
蕉
俳
論
の
構
造
〉
を
体
系
的
・
統
括
的
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
《
俳
譜
精
神
》
↓
《
対
象
把
握
の
方
法
》
↓
《
表
現
の
方
法
》
↓
《
風
調
・
芸
境
》
と
い
う
一
筋
の
脈
絡
を
も
っ
て
全
体
像
を
図
示
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
妥
当
な
ひ
と
つ
の
魅
力
的
な
構
造
図
で
あ
る
が
、
〈
季
語
・
季
題
論
〉
の
体
系
化
に
さ
い
し
て
、
堀
切
氏
説
を
参
照
し
つ
つ
あ
ら
た
に
試
み
て
み
た
。
　
図
H
は
、
〈
蕉
風
俳
論
に
お
け
る
季
語
・
季
題
の
領
域
と
体
系
〉
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
《
俳
譜
精
神
》
を
も
と
に
、
作
品
化
の
過
程
と
し
て
し
て
《
こ
と
ば
》
↓
《
表
現
の
方
法
》
↓
《
ジ
ャ
ン
ル
（
形
態
）
別
》
が
あ
り
、
ま
た
よ
り
内
面
的
・
精
神
的
な
側
面
と
し
て
《
対
象
把
握
の
方
法
》
↓
《
風
調
・
芸
境
（
作
風
）
》
が
あ
る
。
ま
た
、
図
H
の
な
か
の
◎
・
は
、
季
語
・
季
題
論
に
関
す
る
論
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
◎
は
よ
り
季
語
・
季
題
と
関
係
の
深
い
論
で
あ
り
、
・
は
部
分
的
に
季
語
・
季
題
論
に
か
か
わ
る
論
で
あ
る
。
　
図
H
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
《
俳
譜
精
神
》
で
は
「
不
易
流
行
」
「
風
雅
の
誠
」
「
新
し
み
」
「
造
化
随
順
」
に
お
い
て
、
《
対
象
把
握
の
方
法
》
で
は
「
本
意
・
本
（13）
幼
情
」
「
物
我
一
如
」
に
お
い
て
、
《
こ
と
ば
》
で
は
「
四
季
の
詞
」
「
題
」
「
雑
」
「
ふ
る
・
ふ
ら
ぬ
」
等
に
お
い
て
、
《
表
現
の
方
法
》
で
は
「
取
合
せ
」
「
季
重
な
り
」
に
お
い
て
、
《
ジ
ャ
ン
ル
・
（
形
態
）
別
》
で
は
「
発
句
論
」
「
連
句
論
」
「
撰
集
論
」
に
お
い
て
季
語
・
季
題
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
《
風
調
・
芸
境
（
作
風
）
》
以
外
は
、
季
語
・
季
題
論
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
蕉
風
俳
論
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
は
広
領
域
に
及
ん
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。　
ま
た
、
芭
蕉
の
個
々
の
門
人
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
の
論
じ
方
の
特
色
は
、
許
六
は
取
合
せ
・
題
の
曲
輪
を
い
で
よ
・
四
季
の
詞
の
個
々
の
解
説
な
ど
、
こ
と
ば
の
素
材
性
と
そ
の
複
合
的
機
能
に
注
目
し
て
い
る
。
去
来
は
本
意
・
本
情
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
個
々
の
作
品
に
よ
っ
て
柔
軟
に
論
じ
、
許
六
の
独
創
的
な
言
説
に
や
や
批
判
的
で
あ
る
。
土
芳
は
不
易
流
行
を
踏
ま
え
つ
つ
、
許
六
・
去
来
等
の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
許
六
に
も
傾
斜
し
て
四
季
の
詞
の
解
説
も
試
み
て
い
る
。
其
角
は
縦
横
題
の
指
摘
の
他
は
一
般
的
な
論
で
あ
っ
て
、
支
考
も
一
般
的
な
論
で
あ
り
四
季
の
詞
の
解
説
も
試
み
て
い
る
が
、
生
彩
が
な
い
。
　
芭
蕉
自
身
の
言
説
は
、
「
造
化
に
し
た
が
ひ
て
四
時
を
友
と
す
」
「
桐
の
実
見
付
た
る
、
新
敷
俳
譜
の
本
意
」
「
静
に
み
れ
ば
物
皆
自
得
す
」
「
季
の
つ
か
ひ
や
う
は
、
か
ろ
く
や
す
ら
か
に
」
な
ど
、
造
化
に
従
い
四
時
の
中
で
、
万
物
を
静
観
し
て
本
質
を
見
極
め
、
新
し
い
本
質
に
突
き
抜
け
て
詩
を
活
性
化
さ
せ
、
季
の
詞
は
さ
り
げ
な
く
用
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
俳
譜
本
質
論
に
も
対
象
把
握
に
も
四
季
の
詞
の
解
説
に
も
表
現
方
法
に
も
展
開
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
蕉
風
の
季
語
・
季
題
論
に
お
け
る
独
創
性
の
考
察
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
連
歌
論
書
や
同
時
代
の
俳
論
書
に
お
け
る
季
語
・
季
題
論
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
蕉
風
の
季
の
詞
に
つ
い
て
の
論
の
特
色
の
抽
出
も
、
今
後
試
み
て
み
た
い
。
註（1
）
（2
）
（3
）
（4
）
（5
）
（6
）
夏
石
番
矢
編
『
「
俳
句
」
百
年
の
問
い
』
（
平
成
七
年
一
〇
月
刊
、
講
談
社
学
術
文
庫
）
山
本
健
吉
氏
「
季
の
詞
1
こ
の
秩
序
の
世
界
」
（
『
芭
蕉
の
本
4
』
昭
和
四
五
年
刊
、
角
川
書
店
）
井
本
農
一
氏
「
季
語
の
文
学
性
」
（
『
俳
文
芸
の
論
』
昭
和
二
八
年
刊
、
明
治
書
院
）
堀
切
実
氏
「
芭
蕉
俳
論
体
系
化
へ
の
試
み
」
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
『国
文
学
論
叢
』
、
平
成
七
年
六
月
刊
）
尾
形
仇
・
堀
切
実
編
「
芭
蕉
俳
論
事
典
」
（
別
冊
国
文
学
8
『
芭
蕉
必
携
』
、
昭
和
五
五
年
一
二
月
刊
、
学
灯
社
）
註
（
4
）
に
同
じ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
ず
ま
　
し
ょ
う
こ
・
日
本
文
学
）
（14）
